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I. はじめに

「看護の視点で人1本を視ること」に関心を抱くに至っ

た著者の経験がある。私は、平成18 年から平成20 年の 3

年間M 屈期人学看護学科において「人休柚込樅能学各論J

「牧病と治療学各諭J をオムニバス式にて担刈した そ

こて使）iJ していた牧科書がメデイカ出版の林「「｛建ー氏の

執筆による「竹平剖 I卜理学」であり、林正健ー＾氏は、同学

の「病岬学」吹柄• 治療論総論」を教授する非常勤講

師でもあった。また、同じ非常勤講師には、日本看護協

会出版会の「看護学体系④看護と人間〔2〕人間の生物

学的とらえ）jく 2 > l¥' 人体の構造と機能』の執筆者で

ある伊藤幸子氏がおり、初めての教授に悩む私にアメリ

カの解剖生理の教材の豊かさを教えてくださったり、聴

講時には、 1 個の細胞レベルの構造と全休 (60 兆の細胞

と）の」lfl'ii~'111: を貫して説きながら学ふ繋しさを教技す

る）ii 人に目を見似る思いであった。

看設教育における解剖生理学の科目の承変刊について

はこれまてにも多くの先人たちによって指摘され紬けて

きたが、その教授内容や方法についての間発・研究はあ

まり進んでいなかった。例えば田巾])らが、行った「看

護学教育研究の動向 解剖生理学教育に関する研究に焦

点を刈てて 」という論文を読むと、 1999 年から 20m 年

に梵刊された石設系学会誌に掲載された石汎学教行に閃

する研究2J281t のうち、専門基礎科日教官に関する仙

究は18fi: (0.77%) そのうち解剖生理学の教育に閏する

研究はわずか 6件 (0.26%) であったと報告されている。

その理由と課題については、「教科担当者が非看護系で

あるため講義内容が看設から離れたものになり、臨床看

設に役立っていない」 2 i ために「医学モデルによる授

業展開が多く、看護ケアに還元しにくいという課題」 3)
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かあることが指摘されている。

何故、非看護系教員が授業を担当せざるを得なかった

のか？その要囚を明らかにすることが求められてくる

本論文のテーマである「看護の視点で人体を視ること J

が何故今改めて屯要なのか、説明するには避けて辿れな

い問題だからこそ敢えてここで明らかにする必要がある

と考える。石設師の「:t. 14 、『|」（アイデンテイティ）に

関わる根本問題とい')てもいいかと考える。

これまでの先人たちの努力や視点の在り方を振り返り

現状を明らかにしたい。その上で「看護の視点で人体を

視ること」がいかにすれば教育の中で浸透していくのか、

問題解決への道筋（課題）ががされればとどえ本論文に

取り組むこととした。

JI • 研究目的

1. 「看護の視、,,',,、て人体を視ること」を妨げてきた悛囚

を明らかにするし：

2. 「看護の視点で人休を視ること」の教育実践の現状

を明らかにするり

3. 「石護の視点で人体を視ること」の今後の課題を明

らかにするの

皿．研究方法

本研究は文賊研究である 文献レヴューは以下の）崖、

で行った。

データ収集方法は、パソコン上の電＋ジャーナルおよ

び文献取り寄せで行った。また、検索データベースは、

医巾誌Web および最新看護索引Web を使用した。医中

誌Web I—〖で「看護学」「解剖学」のキーワードで検索の

結果 9 例の文献がヒットした。最妍看護索引Web 上で

「解剖化理学 I 「看護教育」のキーワードで検索の結果20

例の文献がビ I 卜した。以上 0) 文献の中から、本論文テー
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マに関連した文献をピックアップした。

N. 倫理的配慮

本研究の倫理的配慮に関しては、テーマの性質から特

段の問題は発生しないと考えた。研究者としての基本的

倫理に心掛けた。

V. 「看護の視点で人体を視ること」を妨げてきた

要因

L 解剖化理学授業担当をめぐる歴史的経緯

わが同の近代看護発祥の歴史は、明治時代に遡り、

1915 (大正 4) 年には看護婦規則が制定された。その後

第二次枇界大戦を経て、戦後の日本の看護教育は、 1951

（昭和26) 年の指定規圃制定を含めて、以来 5 度の大き

な改正を経て今日に至っている。その 3 度目の改正すな

わち 1989 (平成元）年の改正まで、「上要な学科は適当

と認める医師をして担当させること」 0 という法律が、

存在していた。驚くべきことにその法伴は今からたった

25 年前まで存在していたのである。

この改正の特徴は、「基礎科目」「尊門基礎科日」「専

門科日」の構造化である。専門科H がすべて看護学で統

ーされた。「公的な標準あるいは指定条文の文言上、教

育内容の中に専門科 H として看護学を独立させるため

に、 1915 (大正 4) 年以来75 年を要した」 5) 。「専門科

H として看護学が統一されるまでに、要した時間の長さ

の理由は以下の 3 点に集約できる。 a. 看護婦養成教育

において主要な科日が医師によってなされてきたという

歴史的経緯 b. わが国における女＋教脊に対する偏見

c. ト記の 2 点が相まって、看護師養成教育が学校教育

法の中に位置づけられてこなかったという点」 6) である。

現代社会ではあまり収り沙汰されていないこの歴史的

事実こそ、実は「看護の視点で人体を視ること」がこれ

まであまり重視されずに教育がなされてきた一要因であ

ると考える。

2. 解剖化理学授業担当が非看護系であった事と看設師

のt体性との関連

今から約40 年前に私が基礎教育を終えて臨床の現場に

出た頃は、医師と看護師関係は現在より上下関係が厳然

として存在していた。教育の憔界でも同様であった。そ

れから時代は過ぎ看護教育の高等教育化が急速に進ん

だ。今春新設の大学を含むと、 2004 年には 100 大学であっ

た日本の看設大学は、 2014 年実に220 大学を超える口

専門学校教育から底等教育化が進んだ現在に至るまで、

看護教育の中で教師は学生に「主体性をもって学ぶよう」

（自分自身も含めて）指導することが多い。しかし、看

護師である日分たちが本当に主体性をもっているかどう

か間わずして学生のみにそれを求めるのは無理がある。
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「ギ体性ということばは，通常，自主性，個件，

アイデンテイティ，自己実現，自己決定，本来性

authenticity などとはほ同義に用いられている。これら

のことばに共通する含意は，個人あるいは集団が，外的・

内的諸条件によって，当然〈あるべき日己〉であること

を妨げられている状態を克服して，認識のレベルでも行

動のレベルでも，本来的な〈自己になる〉ということで

ある。したがって，このような解放的認識関心に根ざす

このことばが，人間解放運動とのかかわりのなかで用い

られてきているのも小思議ではない。」 8)

日本の准看護師養成問題が解決しない背景にあるのと

同様の医師と看護師の従属関係は、ある意味非常にデリ

ケートな問題を含んでいる。しかしながら、「我々が、

学生の主休性を問う時に、看護教育における看護者自身

の主体性（それを、平成元年のカリキュラムで看設学が

専門科H として独立したことを指すならば）が成ったの

がつい最近のことであり歴史が浅いということを再認識

と 」~ の で

あろうか。

VI. 「看護の視点で人体を視ること」に主眼を置い

た教育実践

そんな中で、看護教育界では、「看護の視点で人体を

視ること」に主眼を置いた様々な教育実践が行われて来

た。次にその一部を紹介していきたい。

1. 看護教員による解剖生理の授業の実践報告

様々な看護教育機関で、看護教員による解剖生理学の

授業の取り組みがなされている。そしてそのねらいにつ

いても様々な意図に悲づいている。菅原らは、「看護教

師が教授することで、看設学生に、解剖生理が看護の専

門性を発揮するために必要な学習であるという価値観を

根づかせたい j 10) として取り組んでいる。解剖生理学

と看設場面との関連性を説くことや看護教員が科目担当

することにより看設に必要不可欠な学習であることの価

値づけをするとして授業評価の結果からそれらが効果的

であったと報告している。中山らは、「看設基礎教育の

学習の開始時点から、人間の生命活動と生活行動に学習

の視点が当てられれば、看護の視点から人間を見るとい

う学生の頭づくりになると考える」］］）としている。形

態機能学の教授方法として①学牛自身のからだを使う②

図解、模朋、モデルの教材活用③身近な事例で考えさせ

る等の方法が効果的であった、学生が主イ本的に参加でき

るような教授jj 法のエ夫が重要であるとしている。

2. 「看設の視点で人体を視ること」に主眼を附いた教

科書執筆者の見解

「看護の視点」で人間を見ていくことの重要性を強調

する立場として、菱沼典f氏、林正健二氏および伊藤辛



子氏の見解を以下に述べる。

1) 菱沼典十氏

菱沼は、その著「看設形態機能学生活行動からみるか

らだ」の初版の序において以lヽ ＾の様に述べている。看護

の主眼は、…中略… H 常生活行動を支えることである。

…中略…日々の生活を支えるためのケアをするには、病

気の解明を目的とする医学の枠組みでからだを理解する

だけでは不足なのである。…日常生活行動そのものの仕

組みを理解している必要がある。" 12) そして以下のよう

に続けている。

「看護学において、からだを理解する具体的知識には、

次のことが含まれると考えている。 (1) 衣服の下の、

皮膚の下の、からだの中を透視して見ることができる。

(2) 部位の名称や臓器の名称・構造を知っている。 (3)

個体が生物（動物）として生きていることを説明できる。

(4) 生きていることを、からだの外側から測定する方

法とその原理を知っている。 (5) 生きていることを支

える H 常生活行動を知っている。 (6) 各日常生活行動

の最も一般的な型について、からだの仕組みを説明でき

る。j 13) 

これまでの長きに亘る非看護系教員による解剖生理の

講義の時代は、医学と看設学の視点の違いから「看護に

必要なしくみとはたらき」に十分に特化した教授方法の

開発が未発達であったことは既に述べた。菱沼氏は、そ

の中で1970 年代から先駆的に教授し続け、“看護とから

だを結びつけられるよう模索してきた" 14) 一人として

重要である。

2) 林正健二氏

「当時の看護学生川解剖生理学の教科書を見ると、隔

靴掻痒のもどかしさを覚えました。…中略…看護職にあ

る方が書かずに、基礎医学専攻者が書いているものが圧

倒的に多かったからです。看護師と医師では、仕事の内

容が異なります。内容が異なれば、同じ知識でも必要な

度合いは異なるはずです。…中略…看護師に必要なこと

は、看護師でないとわかりにくいかもしれません。」 15)

林正氏は、医師として 1970 年代より看護学生への教育

に従事する中で、臨床で役立つ知識は解剖学と生理学を

統合したもの、つまり「解剖生理学」であることが需要

であると気づく。しかし、とうじの看護学生むけの教科

書は、そのリクゥエストに応えるものはなかった、とし

ている。その理由は、上記林正氏の言菓通りである。「看

護学生の解剖生理学の教科書が医学生用の教科書を簡略

したものでよいはずがありません」 16) の言莱からわか

るように医学と看設学の視点の違いを1分分理解したうえ

で教科書を執筆した。林正氏の教科書はヴィジュアル的

にもわかり易いことと、正常なしくみとはたらきの延長

線口こ病気になるとなぜその症状が出るのか、だから石

護の方法はこういう方法なのだというつながりが見えや

すい点で優れている。

3) 伊藤幸子氏

「医学は上述のようにかなり細分化された方法で人間

理解に追っているが、看護は生活している人間をトータ

ルに理解しなければならない関係上、初歩の人休理解と

しては、断片的な知識を覚えるよりも人体とはどういう

機構になっているのかということが大きくとらえられる

ように、また今後看護を究めていく卜の基礎となるよう

にしたいと考えた」 17) 0 

と、視座の逆いを明確にしたうえで、「細胞のィっ上

つを理解することは、正常な身体活動、あるいは病気・

異常の原因を理解するうえで非常に役にたつ。細胞は人

体の構造、機能、そして生命の基本的単位であり、複雑

な人体と生命現象の根本から体系的に学ぶには細胞に関

する知識が不可欠である」 18) として、生命の基本単位

である細胞の学習の必唆性を説いている。これは、後述

の深几氏の意見とも一致している。時間の閃係上省略さ

れることが多いが、実は 1個の釧胞と 60 兆の細胞の統合

体としての個体とは、相似形であり、細胞はその個体の

雛形ともいえる。伊藤氏はその理解の軍要性について述

べていて、時間数の問題をいかにクリアするかの課題が

次の深井氏の論点となる。

4) 深井喜代子氏

深井氏が我が国の形態機能学の実態と問題点について

述べている論文の概要を以下に記す。

まず、形態機能学の講義時間をわが国の看護人学 (a.) 、

医学系大学 (b.) および米国の看護系大学 (c.) の 3 者

で比較した結呆、 a. が75-135 時間、b. が550- 590 時間、

C. が175 - 225 時間となった。そのドで“医学生の 4 分

の 1 に満たない学習時間で彼らと同程度に病気を理解せ

よというは無理な話である”としている。さらに看護学

生の“細胞レベルの牛坪学の知識および理解不足”とい

う問題の核心を指摘する。“看護学教育では「時間がな

いという理由で教科書に書かれていても省略されている

ことが多い。…中略…細胞レベルの知識が必要不可欠に

もかかわらず、である。” 同氏は、さらに（医療の）“専

門職ごとに長けているべき形態機能学の知識がある" 19) 

とする。同氏の述べる解決策は以下の 4 点である。 1)

選択科目を置き講義時間数を増やす。 2) 看護系教員が

「手上げ方式でJ 形態機能学講義の一部を担当する。 3)

医学系教員と講義内容をキーワードレベルで共付する。

4) 国や学会に形態機能学教育改革の必要件を訴える。

1) の具体例として、基礎看護学と解剖生坪学のコマ

数共有で形態機能学が78 コマ (156 時間、指定規則の2,5

倍の時間数）確保できた例を示している。

講義時間数の限界の中でも工夫次第で解決策があると

いう点、また、医療専門職ごとに長けているべき形態機

能学の知識に相違があるという点が大変興味深い。今後
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の実践の中で是非活用していきたいと考える。

3, 著者の「人イ本の構造と機能各論rr 」の実践報告

私は「人体の構造と機能各論 II 」のうちの腎・泌尿器

系をオムニバスで担当したが、“授業の準備をしていく

うちに、腎機能のしくみとはたらきの重要ポイントであ

る「握り拳位の）＜きさり腎臓に左右lOOH 個ずつのネフ

ロンかある」という市実が、絵布事てはなく、学生一人

人の頭の中にイメーシとして入っていくためにどうす

ればいいか？と考えるようになった。その際、参考書の

中に石袖缶で腎小体モデルを顕した図（巻末図 1 参照）

が掲載されており、これを実際に作成したらどうだろう

と考えついたことに端を発する。" 2(1 これがペットボト

ルを使った腎小休モテル作成の経綽てある。

ペットボトルを利用した腎小休モデルを用いた授業を

行った結果以ドのような学習効呆があった，）「 a. 教科

書の文字やAV 教材の映像からの則解に＼＇「体的・ 3 次 jじ

的な坪解を加える (b. ミクロの廿t界を 11J 視化すること

により、学習内容のイメージ化を助ける ' C . 手作りの

教材であることから、教貝の息いが学生に伝わる。j 21) 

さらに課題として、「モデルの大きさは、教宇の広さの

中で視覚的に認識可能な大きさであるこど）モデルと学

牛が離れた位置てはなく、実際にモデルに袖れることか

より効果的である｛：完成したモデルではなく、モデルの

各部分を附剖学的該当箇所に模して学生自ら作成する過

程がより効呆的である。つまり、モデルの数の条件とし

ては、学生一人に付き 1 個あることが望ましい。まだ

モデル自体の改良、＼凡としては、血旅が毛訓皿管のフィル

ターを通り原尿としてペットボトルの底に貯まる際にで

きれば黄色に変色する装齢（しくみ）が加わると尚効果

で ~

洲．考察

I. 石護の視点で人1本を視ること

私は、白らの教育実践や先人らの本テーマに関する過

去の取り組み実態を調べた粘呆、以下のような結論に達

した。

“医学は、人間の身体をミクロの方向に掘り下げて探

求する学問である。それに比して看護学は、人間を身体・

• 社会の 3 憫而からマクロの方向に統合体としてと

らえる学間であるこの違いを認識した!-. で、看護に必

汲な知識を精選し、又やがて学修する採助論と結びつけ

た人間の見）j、学び方を教授することが童要であり、そ

の事がとりもなおさず看談教員だからこそ可能な解剖生

理の授業のあり方ではないだろうか たとえば、ベッド

から動げない患者に）＊「排泄の援助を行う冽で考えてみ

る 大I悩で「尿認］を感じ患者がナースコールを押すIL¥

点で通常膀眈には、約400ml の尿が溜まっている。悩幹
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の排尿中枢から骨盤神経を経て膀肌括約筋は収縮し内尿

道口は弛緩している。看設li!li が準備している間は、皮質

脊髄路か仙髄叫非尿反射叩収を抑鉗JJ し患者は「我慢」し

ている。ようやく尿器が来たところで随意筋である外尿

道括約筋を弛緩させて晴れて「排尿」に全る。床上排泄

の援助技術は、安全安楽をふまえた上である程度のス

ピードは求められる技術てあるりこれら一連のしくみと

はたらきは、その意味付けとして欠かせない知識である。

「解剖• 生理」は、「看護長助」と密着して存在すること

を伝えていくことが必要なのである。" 23 

2. 統合休としての「人体」のとらえ方について

酷寒の貞冬も、灼熱の真夏も人間が生命活動を管める

の の の ~

るからである。人間の身体の恒常性について「ホメオス

ターシス」と命名したのは、キャノンである。 1854 年‘り

時「生命を有機体と環境と O)I 文l係ドに把握する1J 力 I 24; 

がフランスの生物界で主流になりつつあった，その巾で

生理学者クロード・ベルナールは、内部環境概念を提唱

した。「環境の一定件とは、外部の変化を絶えず補償し、

平衡状態を保つような有機体の完成された状態を前提し

••• •••

で量ったように常不断に粘確に補償されたことの結県で

ある。」筐

人間の身体は、 60 兆の細胞で形作られている。その 1

個ずつの細胞は全休として統合体としての個体を支えて

いる。こうして考えたとき、細胞のしくみは牛命活動の

源の原即を学ぶヒで欠かすことかできない。つまり凰述

の深井喜代子氏の述べた看護学生にとって「必要小;11)' 欠」

な知識であるということの再確認かできる。

3. 「石護の視点で人体を視ること」の今後の課題

1) 看設帥白身のアイデンティティの確立

私は、日本の看護教育の中で内門学校教育つまり学校

教育法の中に位置づけられて来なかった長い期間の歴史

があるとしても自｛言をもって自らのアイデンテイティを

後輩らに伝えていく姿勢が、我々には求められていると

考える。臆することなく、優れた看設実践を患者らに捉

供してきた多くの名もなき諸先輩らの道筋を誇りに、歩

んでいけばよいのだと考える，そうでなけれげ貫の高等

教育化はあり得ないし、「大予はよい、専門学校は偲いJ
的な間題の本質を履き違えた高J咀がなくならないと苫え

るJ 実践あるのみである（）

2) 緊しい授業のすすめ

田中越郎氏は、「甚礎と臨床をつなぐ［病態牛理学』

の教え方J "''と週して講涼を行い、そこで“楽しい勉強”

のすすめを謁し、ている。学生か閃心を持ち自ら進んで学

ぶために教師はどう上夫すればいいかについて具体的な



方法を捉不している。学生に阿たり、学生をI」やかした

りすることとは根本的に違う真に土休的な学びにどう導

いていくか、これが大切である c

Vil[. 纏め

「看護の視点で人1本を視ること J という広大なテーマ

で論じてきた。これまで歩んできた自身の教育・研究実

践の枷り返りの機会ともなった。また、改めて科学 0) 力、

学間の力を誡実に歩むことの先人らの教えに頒がドがヮ

た 論文の最後に、明らかになった事唄を整卯する c

1. 「石設の視，れて人体を視ること」を幼げている変ltl

の一つには、,, 鮒剖生理学授業担当者が看訛帥てなく

仄暉もしてそれも教授せしむること＂という人止 111:

にできた看護婦規則がその後75 年間平成元年の指定規

則の改定まで生き続けていたという事実から、看護師

の主体性がそもそも歴史的に育ち得なかった背景と関

連が深いことが明らかになった。

2. 「看護の視点で人休を視ること］の教育実践の現状

を知るうえで、多くの先人たちが様々な応図で教科書

執箪にあたり、授業実践に臨んでいた そんな中で偽

者が実践したぺ')トボトルを利用した腎小休モデルの

試みもあった 課題を再確認し今後の実践につなげた

し＼

3. 「石虚の視点で人体を視ること」の今後の諜：出ては、

臆することなく看護師のアイデンテイティを後輩に伝

える強い姿勢が重要であること、それが真の看護教育

の高等教育化に貢献するものであることが明らかに

なった。

区．結語

かつて約10 fJ IJ!J 仏自身が看護学生であぅた頃の区学書

院の「解剖学」「'I 理学」のB5 版教科書を未だに1言てら

れすにいる それは、人体のしくみとはたらさを学んだ

スター］、地点（原点）だからであろうかモノクロで、ヴィ

シュアル的な工夫もない、いわゆる一片1)1J の教科書てあ

る。 H 本語目体が難解であった0 いくら理解しようと努

力しても自ずと限界があったことは今になってみるとよ

くわかるが、当 l恥渉にあふれた学生時代には日分の能力

のなさを責める傾向にあった。若いこれから石設をよす

人々に少してもわかり易い「体のしくみとはたらき」を

伝えていくことは我々の使命である。能）J公々を超えた

義務であるととらえていくことが必要と考える。

多くの先人らの活動そして私をして明日の授業への活

力を沸かしめる学生の存在へ感謝して本論文を終わりた

い。今後の更なるご指導ご鞭撻を賜りたい。
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